
平成 31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果を説明する資料 

 

１ 国語に関する調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 算数に関する調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の概要 今回の調査における課題 

□「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」 

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」

の３領域１事項の全てで、全国平均より下回って

いる。 

 

 ・「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関

する事項」については、他の領域に比べると、全

国と同様、本校も正答率が低くなっている。 

 

 ・「書くこと」では、目的や意図に応じて、自分の

考えの理由を明確にし、まとめて書くことや、こ

とわざの意味を理解して、自分の表現に用いるに

ついて、他の問題より正答率が高くなっている。 

 

 ・学年別漢字配当表に示されている漢字について、

他の問題より正答率が低くなっている。 

・漢字を正しく書く 

・目的を捉えたり、目的に応じて文章

の内容を把握したりしながら読む 

改善の方向 

・学年別配当表に示されている漢字

を活用した言語活動の充実 

 

・登場人物の相互関係や心情、場面

についての描写をとらえる活動の

充実 

本校の概要 今回の調査における課題 

□「数と計算」「量と測定」「図形」「数量関係」の 

４領域全てで、全国平均より下回っている。 

 

・加法と情報の混合した整数と小数の計算につい

て、他の問題より正答率が低くなっている。 

 

・棒グラフから、資料の特徴や傾向を読み取ること

について、他の問題より正答率が高くなってい

る。 

 

・示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め

方の説明を記述できるかどうかについて、他の問

題より正答率が高くなっている。 

 

・小数、小数と整数の四則計算 

・計算の仕方を解釈し、立式する 

・四則計算の技能 

改善の方向 

・小数の四則計算について、整数に

置き換えたり数直線を利用したり

するなどの算数的活動の充実 

 

・意味理解が伴った立式と計算技能

の反復練習の充実 



３ 児童質問紙調査の結果 

 

 ⑴ 生活習慣、学習習慣、自尊意識、規範意識等についての概要 

 特   徴 課   題 

生活習慣 

○毎日同じくらいの時刻に起きている 

○学校へ行くのは楽しい 

●失敗から学ぼうとする意識や意欲

の高さ 

●協働することのよさや、相手を重ん

じる尊さを感じる心 

学習習慣 

○新聞を読んでいる 

○ＩＣＴ活用した学習への意欲が高い 

●友達の話や意見を最後まで聞いた

り、自分の意見を発表したりする

こと 

●友だちと話し合って課題を解決す

るよさや大切さを感じる心 

自尊意識 

規範意識等 

○将来の夢や目標をもっている 

○物事を最後までやり遂げて嬉しかっ

たという達成感を味わっている 

●発達段階相応の規範意識 

●相手意識 

●集団のよさを見出し、友達と力を

合わせて物事を成し遂げる力 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 国語、算数の学習についての概要 

 特   徴 課   題 

国 語 

○大切な学習である（88%） 

○授業はよくわかる（91%） 

○自分の考えを話したり書いたりする（69％） 

●発表すること 

●話し合うこと 

算 数 

○大切な学習である（84%） 

○自分の考えをノートに書く（85%） 

○新しい問題を解いてみたい（65%） 

●生活の中にて活用すること 

●意味を理解しようとすること 

●簡単に解く方法を考えること 

 

 

 

 

・集団で学ぶよさを実感する授業（友達の意見を建設的に受け止める） 

・他者を尊重し、互いに認め合う学校風土づくり 

改善の方向（充実する内容） 

・自らの見方・考え方をもち、伝え合うなどの、主体性を育む学習活動の充実 

・知識や既習、生活経験を基に自らの課題や問題を見いだす活動の充実 

改善の方向（充実する内容） 


